
●アプローチ

往路　池袋択一(西武池袋･

秩父線急行I時慨粉)一西

武秩父駅- (徒歩3分)一御

花灼択一(秩父鉱酸5分) -

三時口駅- (両神村営バス20

令) -白井差口

復路　白井差ロー柄紳村営
パス20分)一三時口駅- (秩

父鉄道25分) -御花畑駅-

(徒歩3分) -西武秩父駅-

(西武秩父･池袋頼急行I時

間30分) -･池袋駅

●コースタイム

白井差口- (4031)一白井差
- (l時間20分)一一位ガタ

ワー(3031)一両神山- (30

令) -ミヨシの岩- (4031)

-大峠- (l時帆0分)一白

井差- (30分)一白井差ロ

●問い合わせ先

両神村役場/./両神村営バス

忠)494･79･日22

古びた社ガ歴史を物有る､由括あるLUだ

典艶棚　大滝
村の荒川沿いに立つ臼井り温

泉｡ l階にヒノキ風呂と地下

1階に岩風呂がある｡どちら

の風呂からも荒川の馳く

堪能できる｡神擬病や親和蕗､

花粉症などに効く｡ ㈹
宝も尭嵐か94･55･0126

秩父いのしし事　秩父我社三

峰口の近くで名物のイノシシ

勧(食べられるのがここ｡旬

の輔やキノコが入ったiAは

ヘルシーなので女性にも人丸

前菜からデザートまでコース

になっているので靴

伽94･54･0168
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右
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ぼ
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結
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わ
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岳
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狭
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